	分野
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材の
タイトル
	ネットワーク機器の種類と役割の理解

	教材からの学び
	１　ネットワーク機器の利点や特徴が説明できる。
２　情報資産を保護する方法を説明できる。
３　情報技術の進歩に伴う通信手段の変化について理解を深めることができる。
４　情報技術の進歩について主体的に学び続けることができる。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜ネットワーク機器の種類と役割の理解＞
＜１時間目＞
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。（５分）
２　有線ＬＡＮと無線ＬＡＮの違いをまとめる。（10分）
　　（第２章を学び終えてからの実施を想定、ネットワーク機器については学習済み。）
３　ルーター、スイッチ、ハブの違いをまとめる。（10分）
４　ペアをつくり、上記の違いについて確認する。まとめ直し後、ペアワークを行い、情報資産を保護する方法について考える。（25分）

＜２時間目＞
１　情報技術がどのように進歩してきたか説明し、どのように社会が変容したか講義を行う。（10分）
２　情報技術の進歩に伴う通信手段の変化（５Ｇ、ＩｏＴ、クラウド）について調べ、それらが未来にどう影響を与えるのか、私たちの生活をどう変えるのか考える（グループワーク）。また、既存のサービスについて調べ、その発展や可能性を模索しながら思考を深める。（30分）
３　教員が各グループの考えを紹介し、講評とまとめを行う。（10分）


ティーチングノート




「ネットワーク機器の種類と役割の理解」　授業計画

■本単元の位置付け
第２章　情報通信ネットワークの活用
２節　情報資産の保護

■本単元の目標
１時間目
ネットワーク機器の利点や特徴の理解を深める。また、ペアワークにて協働的に学び、情報資産を保護する方法についても他者に説明できる力を身に付ける。

２時間目
情報技術の進歩に伴う通信手段の変化について、主体的に学び続ける態度を養う。
　互いの考えを共有し、多角的に評価し合うなど、協働的に取り組む態度を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・ネットワーク機器に関する知識を身に付けている。
・ネットワークの構築や各種設定に関する技術を身に付けている。

【Ｂ】思考・判断・表現
・ネットワーク機器の利点や特徴を他者に説明している。
・情報資産の保護について科学的な根拠に基づいて自身の考えを説明している。
・情報資産を保護する方法について多面的に考えている。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・情報技術の進歩について主体的に学び続けようとしている。
・ペアワークやグループワークにおける自身の役割を認識し、積極的に取り組もうとしている。
・実務に即して体系的・系統的に理解しようとしている。

■留意事項
　・具体的なネットワーク管理の手順等を学ぶ章でもあるが、企業活動におけるソフトウェアの活用、新しい技術や通信手段についても学び続ける態度を養わせたい。
　・進歩がどう未来につながるか、実現可能性とともに考えさせる。


■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
１　本時の目標確認と授業の進め方について説明する。（５分）
２　有線ＬＡＮと無線ＬＡＮの違いをまとめる。（10分）
　（第２章を学び終えてからの実施を想定、ネットワーク機器については学習済み。）
３　ルーター、スイッチ、ハブの違いをまとめる。（10分）
４　ペアをつくり、上記の違いについて確認する。まとめ直し後、ペアワークを行い、情報資産を保護する方法について考える。（25分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（５分）
　・今日の授業は、有線ＬＡＮと無線ＬＡＮの違いについて学習します。またルーター、スイッチ、ハブの違いについてまとめます。授業の後半はペアを組み、情報資産を保護する方法について考察していきます。

２　有線ＬＡＮと無線ＬＡＮ（10分）
　・有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮそれぞれの利点や特徴について、調べて記入してみましょう。
　　２、３分程度自由に記入。
・通信速度、セキュリティ、通信範囲などについても考え、両者の違いについてまとめましょう。
　・それでは、有線ＬＡＮと無線ＬＡＮの違いについて記入した内容を発表できる生徒はいますか？
　　何人かに発表してもらう。
・有線ＬＡＮと無線ＬＡＮ、それぞれの特徴が分かったと思います。

３　ルーター、スイッチ、ハブの違い（10分）
　・続いてルーター、スイッチ、ハブのそれぞれの役割について、調べて記入してみましょう。
　　２、３分程度自由に記入。
・それぞれの役割が分かってくると違いについても理解が深まると思います。
　・それでは、ルーター、スイッチ、ハブについて記入した内容を発表できる生徒はいますか？
　　何人かに発表してもらう。
・ルーター、スイッチ、ハブそれぞれの役割が分かったと思います。

４　ペアワーク（25分）
　・続いて、先ほど調べた内容（有線ＬＡＮと無線ＬＡＮ、ルーター、スイッチ、ハブ）について、ペア学習をしたいと思います。隣の人と先ほど調べた内容についてお互い説明をし合ってください。
　・それぞれの利点や特徴、あるいは欠点などが見つかりましたか？情報化が進む今日、ネットワークは利用者が増えることで、扱う情報量も増加しています。情報通信ネットワークを構成するハードウェア、ソフトウェア、データが記憶されている記録メディアなどをすべて含めて情報資産と言います。そして、その情報資産の漏洩・改ざん・消失や、不正アクセスによる攻撃などの危険性をリスクと言います。リスクによる被害が出ないようにするためには情報資産を保護しなくてはなりません。リスクを回避するためにはどのような対策が必要かをペアになって考えてみましょう。
　　２、３分程度自由に記入。
・もしも、二人で話し合っても何も対策等が思いつかない場合は、教科書やインターネットを使用して調べてみましょう。
・それでは、情報資産を保護する方法についての対策案を順番に答えてもらいます。それでは、お願いします。（順番に指名しながら前に記入していく）
　（書かれている内容をフォローしながら進めていく）
　・インターネットの普及によりさまざまな情報を取得できるような世の中になりました。しかし、その一方で、先ほど伝えたようなリスクのことも考えなくてはなりません。今、皆さんに発表していただいた情報資産を保護するための内容もとても大切で重要なことです。情報モラル等も考慮し、情報を扱う全員による情報セキュリティに留意すること、対策が必要となります。





























＜２時間目＞
	【授業の大枠】
１　情報技術がどのように進歩したか説明し、どのように社会が変容したか講義を行う。（10分）
２　情報技術の進歩に伴う通信手段の変化（５Ｇ、ＩｏＴ、クラウド）について調べ、それらが未来にどう影響を与えるのか、私たちの生活をどう変えるのか考える（グループワーク）。また、既存のサービスについて調べ、その発展や可能性を模索しながら思考を深める。（30分）
３　各グループが発表し、教員は講評とまとめを行う。（10分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（10分）
　・前回の授業ではネットワークや情報資産を保護する方法について考察しました。今日の授業では情報技術の進歩について考えていきます。今日の情報技術は、コンピュータの小型化、高性能化、ネットワークの普及、モバイル技術の進化、そしてＡＩやビッグデータの活用を通じて、私たちの生活やビジネスに大きな影響を与えていますね。例えば、ＳＮＳやメッセージングアプリの普及により、世界中の人々が瞬時にコミュニケーションを取れるようになりました。テレワークやビデオ会議ツールの発展により、地理的な制約がなくなり、柔軟な働き方が可能になりました。インターネットを通じて、誰でも簡単に情報を検索・取得できるようになり、教育や知識の普及が進みました。オンラインショッピングプラットフォームが普及し、私たち消費者の購買行動が変化しました。今後もこのような社会の進化は続くと考えられます。

２　情報技術の進歩に伴う通信手段の変化について調べる（ペアワーク）（５分）
　・それでは、「情報技術の進歩に伴う通信手段の変化、５Ｇ、ＩｏＴ、クラウド」について、調べてみましょう。少し時間が経過したら、前回の授業のペアと一緒に考えてみます。

３　未来にどう影響を与えるのか、私たちの生活をどう変えるのか考える（グループワーク）
（25分）
・通信手段の変化により私たちの生活をどのような影響を今後与えるかをグループで模索したいと思います。今、調べた内容を参考にして、ぜひ自由な発想で考えてみてください。それでは、考え、話し合ってください。
　
４　クロージング（本時の学習の結晶化）（10分）
　・それでは、各グループで考察した内容を発表してもらいます。
　　各グループの発表内容を記述していく。
　・ありがとうございます。さまざまな未来像の案が出ましたね。他にも教育面ではＶＲ（Virtual Reality：仮想現実）やＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）を利用した新しい学習方法が発展し、学びの体験が豊かになる可能性もあります。健康管理の面では健康データのリアルタイムモニタリングが可能になり、個々の健康管理が向上する可能性があります。通信手段の進化に伴い、個人情報の保護やサイバーセキュリティの重要性が増すという側面もあるでしょう。今後も学び続ける姿勢が大切となります。
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